
（現行の経営体制・手法を継続する理由）（現行の経営体制・手法を継続する理由）（現行の経営体制・手法を継続する理由）（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）（今後の経営改革の方向性等）（今後の経営改革の方向性等）（今後の経営改革の方向性等）

人員削減により、抜本的な改革の検討に向かう余裕がないことと、今後予定されている水道事業

の統合に合わせて抜本的改革に着手しようと計画しているため

水道事業の統合後、水道料金の段階的な引き上げの有無及び、一般会計

からの繰入金について検討していく。

団体名 事業名 公営企業の名称

十日町市 簡易水道事業 十日町市簡易水道事業

抜本的な改革の取組状況
現行の経営

体制を継続

事業廃止

民営化・

民間譲渡

地方独立

行政法人化

広域化・

広域連携

PFI

指定管理者

制度

包括的

民間委託

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年年年年3月月月月31日現在）日現在）日現在）日現在）

実施状況実施状況実施状況実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


